
 

 

 

 

 

 

調査内容 箇所 調査結果 

① 高圧注水系タービン排気ライン逆止弁 シート部からの漏えい 
（約２１リットル／分） 

② 残留熱除去系格納容器冷却ライン隔離弁 軸封部からの微小な漏えい（注２） 
格納容器運転圧

力での漏えい箇

所特定 
③ 試料採取系（格納容器内ガス分析計盤） 配管継手からの微小な漏えい（注１） 

格納容器設計圧

力での局部漏え

い率試験 
④ 残留熱除去系格納容器冷却ライン隔離弁 

シート部からの漏えい 
（格納容器への窒素補給回数増加に

影響なし） 
⑤ 高圧注水系タービン排気ライン逆止弁 プラグ部からの微小な漏えい（注２） 

⑥⑦残留熱除去系安全弁 弁継手部からの微小な漏えい（注２） 

⑧⑨可燃性ガス濃度制御系安全弁 弁継手部からの微小な漏えい（注２） 

漏えい補修箇所

補修前の格納容

器全体漏えい率

試験 
⑩⑪格納容器調気系隔離弁 

シート部からの微小な漏えい 
（格納容器への窒素補給回数増加に

影響なし） 
                             （注１）約０．１３リットル／分   
                          （注２）ごく微量で計測不能 

高圧注水系タービン排気ライン 
逆止弁 
①シート部からの漏えい 
⑤プラグ部からの微小な漏えい 

格納容器本体 

エアロック

機器ハッチ

運転中は開運用 

凡例 
   全開状態 
   全閉状態 
   点検調査対象範囲 
   全体漏えい率試験範囲 
※  全体漏えい率試験時は全閉 

   安全弁 

   漏えい箇所 

試料採取系 ※ 

※ 

格納容器内ガス分析計盤 

フィルタ 

運転中に開運用している格納容器隔離弁の下流側 

漏えい調査結果 

可燃性ガス濃度制御系 

格納容器調気系 

残留熱除去系 

⑩⑪隔離弁のシート部から 
の微小な漏えい 

露点計

格納容器圧力 
低下の主要因 

ポンプ 

格納容器冷却ライン隔離弁 
②軸封部からの微小な漏えい 
④シート部からの漏えい 
（格納容器への窒素補給回数増加に影響なし） 
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⑧⑨弁継手部からの微小な漏えい 
（A系、B系） 

⑦弁継手部から 
の微小な漏えい 

⑥弁継手部から 
の微小な漏えい 

残留熱除去系 
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2 箇所 2 箇所

2 箇所

漏えい箇所一覧 
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